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粉末には poly (ethyl methacrylate)を使用し，液成分には MMA と，架橋剤として
EGDMA を使用した．また常温重合型とするため，重合促進剤である









結   果 
硬化時間に及ぼす MMA と EGDMA の割合の寄与率は 63.0%で，粉液比の寄与率は
28.9%であった．MMA に対し EGDMA の割合が増えるほど硬化時間は指数関数的に
長くなり，また粉液比が増えるほど短くなった．硬化時間の対数と EGDMA 含有量お
よび粉液比との間には，それぞれ正および負の相関関係が認められた． 
最大曲げ強さに及ぼす粉液比の寄与率は 47.9％で，MMA と EGDMA の割合の寄与
率は 12.3%であった．曲げ弾性率においては粉液比の寄与率は 52.6％で，MMA と




考   察 
直接法用常温重合型硬質リライン材の粉液比が増加し，架橋剤の割合が減少すると
硬化時間は短くなり，一方粉液比が増加すると曲げ強さ，曲げ弾性率が増加すること















以上より，MMA と EGDMA を主成分とする硬質リライン材は，硬化特性では粉液
比よりも MMA と EGDMA の割合に強く影響され，一方機械的特性においては逆に粉
液比により強く影響されることが示唆された． 
